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再生紙を使用しています。

主 な 内 容
◆一般質問（要旨）……２～５面
◆議案の審議結果……………６面
◆可決等された案件…………６面
◆委員会の審査…………７～８面
◆特別委員会活動……………８面
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令
和
７
年
11
月
20
日
、
福
生
市
内
の
熊
川
児
童
館
敷
地
内

及
び
屋
上
に
、
米
軍
の
主
降
下
傘
及
び
誘
導
傘
（
パ
イ
ロ
ッ

ト
シ
ュ
ー
ト
）
が
落
下
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。

横
田
基
地
で
は
、
平
成
30
年
４
月
に
羽
村
市
内
に
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
の
落
下
、
令
和
２
年
７
月
に
立
川
市
内
で
発
生
し

た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
落
下
及
び
福
生
市
内
で
発
生
し
た
フ
ィ

ン
の
落
下
、
本
年
11
月
18
日
に
羽
村
市
内
で
発
生
し
た
場
外

降
着
及
び
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
一
部
の
落
下
と
、
一
歩
間
違
え

ば
人
命
に
関
わ
る
重
大
な
事
故
が
立
て
続
け
に
発
生
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
周
辺
住
民
の
不
安
を
増
幅
さ
せ
、
日
常

の
生
活
環
境
を
脅
か
す
事
態
で
あ
る
。

横
田
基
地
に
お
い
て
は
人
員
降
下
訓
練
が
度
々
行
わ
れ
て

お
り
、
基
地
運
用
の
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
再
三
要
請

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
降
下
傘
及
び
誘
導
傘
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ト
）
の
落
下
事
故
が
発
生
し
た
。
原
因
究

明
と
再
発
防
止
策
を
講
ず
る
ま
で
は
、
同
様
の
訓
練
は
行

わ
な
い
こ
と
を
再
三
要
請
し
て
き
た
中
で
、
本
年
11
月
18
日

に
発
生
し
た
場
外
降
着
に
つ
い
て
徹
底
し
た
点
検
を
実
施
し
、

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
運
用
の
安
全
性
に
つ
い
て
確
信
が
得
ら

れ
た
た
め
訓
練
を
再
開
す
る
と
し
た
そ
の
当
日
に
、
子
ど
も

た
ち
が
集
う
児
童
館
の
敷
地
内
で
発
生
し
た
、
人
命
に
関
わ

り
か
ね
な
い
大
変
重
大
な
事
故
で
あ
り
、
ま
た
、
事
故
発
生

に
関
す
る
情
報
が
米
軍
側
か
ら
一
切
提
供
さ
れ
な
い
ま
ま
秘

匿
さ
れ
て
い
た
こ
と
及
び
許
可
な
く
市
公
共
施
設
の
敷
地
内

に
侵
入
し
て
い
た
こ
と
は
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
強
く
抗
議

す
る
。

貴
職
に
お
い
て
は
、
こ
の
状
況
を
重
大
な
こ
と
と
認
識
さ

れ
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
落
下
の
原
因
究
明
と
安
全
対
策
、
全
て
の

訓
練
に
関
す
る
安
全
教
育
の
更
な
る
徹
底
を
図
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
実
効
性
の
あ
る
再
発
防
止
策
を
講
ず
る
ま
で
は
、

同
様
の
訓
練
の
中
止
を
求
め
る
。

基
地
運
用
に
関
し
て
、
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
提
供
を
行

い
、
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

　
令
和
７
年
12
月
12
日

（
提
出
先　

�

在
日
米
軍
兼
第
５
空
軍
司
令
官
、
在
日
米
軍
横

田
基
地
第
３
７
４
空
輸
航
空
団
司
令
官
）

東
京
都
福
生
市
内
に
落
下
し
た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト

に
つ
い
て
（
抗
議
）

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
2
日
か
ら
12
月

19
日
ま
で
の
会
期
18
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
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予
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な
ど
、
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長
提
出
議

案
等
17
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、
議
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件
が
審
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れ
ま
し
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。

ま
た
、
17
名
の
議
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に
よ
る
一
般
質
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が
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ま
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。
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令和７年度一般会計補正予算等を可決令和７年度一般会計補正予算等を可決
・「東京都福生市内に落下したパラシュートについて」の抗議文を提出・「東京都福生市内に落下したパラシュートについて」の抗議文を提出
・再審法（刑事訴訟法の再審規定）の見直しを求める意見書を提出・再審法（刑事訴訟法の再審規定）の見直しを求める意見書を提出

令和7年第4回定例会
12月2日～12月19日

▲消防団員による一斉放水（令和8年1月11日　福生市消防団出初式）
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令和８年度予算編成について

企業との連携による地域課題解決の推進について

避難所運営等について

外来種や有害鳥獣への対策等について

▲福生市役所外観

　質問　令和８年度予算編成の基本
的な考え方、重点施策などを伺う。
　市長　令和８年度は老朽化した施
設等への対応や経常経費の大幅な増
加などが想定されており、引き続き
経費節減と財源の重点的、効果的配
分が重要と考える。主な重点施策は
観光施策の強化、平和への啓発強化、
防災対策のさらなる推進、ＪＲ福生
駅周辺整備などで、「人を育み 夢を

　質問　企業との包括連携協定の締
結状況と今後の取り組みを伺う。
　市長　令和７年度は新たに、西武
信用金庫と子育て及び移住定住促進
や地域活性化等について、佐川急便
株式会社と大規模災害時の支援、地
域の安全や環境保全等についての協
定を締結した。今後は企業などとの
連携に係る基準の策定を検討してお
り、手続や判断基準を整理すること

　質問　10月に実施した福生市総合
防災訓練では避難所訓練に対し「ア
クションカード」という新たな手法
が導入された。導入に至った背景と
目的、参加者の反応や、運営面で得
られた手応え、課題等の評価を伺う。
　市長　従来の避難所訓練では同様
の訓練を毎年繰り返し行い、技術の
修得を図ってきたが、自主防災組織
より「もっと実践的な訓練をした

　質問　本市ではアライグマやハク
ビシンなどの外来種に対し毎年対策
を講じ防除の成果を上げているが、
近年、有害鳥獣であるネズミやカラ
スによる被害の声が市民から多く寄
せられている。本市における外来種
や有害鳥獣による被害の把握と駆除
体制など現状の対策について伺う。
　市長　アライグマ、ハクビシンの
防除は、令和６年３月策定の第２次

育む 未来につながるまち ふっさ」
の実現に向け各種施策を推進する。
　教育長　教育委員会の重点施策と
して、不登校の生徒に配慮した学び
の多様化学校「福生市立牛浜もくせ
い中学校」の開校、小学校に日本語
学級と自閉症・情緒障害特別支援学
級の新設準備、部活動の地域展開ト
ライアル事業、福生野球場の全面人
工芝化等の改修について推進する。

で、官民連携の目的や方向性の明確
化と公平性や透明性を確保し、市民
の皆様に対する説明責任を果たすこ
とができるものと考える。
福生市の小・中学校における多文化
共生について
　質問　小・中学校での日本語指導
の現状や課題を伺う。
　教育長　外国籍などにより日本語
での会話や授業の理解が困難な児

い」などの意見があり、新たな取り
組みとして導入。アクションカード
は災害応急対応を迅速に行うための
指示書で、避難所の開設・運営を熟
知していない方でも、実災害で避難
所に参集したことを想定し、カード
に基づく行動を取ることで迅速に避
難所開設が実現することを目的とし
ている。自主防災組織との対話や市
民向け防災講座での参加者との意見

福生市環境基本計画で市民等と連携
して対策を講じる重点課題と位置づ
け、東京都が策定したアライグマ・
ハクビシン防除実施計画と連携しな
がら継続的に対策している。委託業
者とともに相談者等の敷地や情報提
供されたポイントにわなを設置する
ことなどにより、外来種への防除を
講じている。一方、ネズミやカラス
については、適切な駆除方法や効果

防災・災害対策について
　質問　教員の防災教育に関する指
導力の向上について伺う。
　教育長　東京都安全教育プログラ
ムを基本に、年間を通じ意図的・計
画的に安全教育・防災教育を実施。
実践を通じ指導力向上に取り組むほ
か、毎月の避難訓練では、多様な場
面や条件を設定し、初動対応力や判
断力を高めるよう取り組んでいる。

童・生徒が一定数在籍しており、福
生第一小学校と福生第二中学校に日
本語学級を設置、必要に応じスクー
ル・アシスタント・ティーチャーや
日本語適応支援員を活用した支援体
制を構築しているが、日本語指導が
必要な児童の急増や地理的要因によ
る機会不均衡などの課題が生じてお
り、令和９年度に福生第二小学校に
日本語学級を新設する準備を進める。

交換を基に市職員により企画・作成
したもの。訓練の感想としては、初
の試みで多少の混乱はあったが、実
災害が想定され、おおむねよい取り
組みであるとの意見を多くいただい
た一方で、災害発生時の本格的な運
用に向け改善すべき点も見つけられ
た。今後さらに実効性を検証し、令
和８年度はより一層、本市の防災力
を高める意義のある訓練としたい。

的な予防策など専門業者による対応
が必要となり、併せて建物所有者等
による適切な建物の管理やごみの管
理が不可欠であるため、駆除の相談
や防除等について知見を有する公益
社団法人東京都ペストコントロール
協会を紹介している。今後も市に寄
せられる相談などに対し、優先度や
コストを考慮し、持続的な対策を図
りたい。

今定例会では、17名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。
要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は２月上旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。
また、福生市ホームページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。
なお、一般質問通告一覧は、福生市議会ホームページに掲載しています。
  ※録画映像を議員名左横のＱＲコードよりご覧いただけます。

一 般 質 問（ 要 旨 ）「市政のここを問う」

正和会
山崎 貴裕 議員

正和会
小林 貢 議員

正和会
森田 哲哉 議員

正和会
仲間 正司 議員

▶福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

◀議員BOOK
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「福生市立学校在り方検討委員会」からの提言について

個別避難計画について

次世代の移動支援について

防災行政について

健康や生きがいにつながる活動支援について

▲福生市立学校在り方検討委員会報告書の表紙

▲茶室福庵（市HPより）

▲アクションカードの一例

　質問　福生市立学校再編に向けた
23の提言について、総括的な内容は。
また、どのように周知していくか。
　教育長　本検討委員会では、４つ
の視点、23の項目に沿って提言がさ
れている。視点１「市立学校の現
状」では、児童・生徒数の推移や校
舎の老朽化の状況等を踏まえた学校
再編の必要性について。視点２「こ
れからの教育の在り方」では、知・

　質問　災害時における個別避難計
画の進捗状況を伺う。
　市長　個別避難計画は令和６年度
までに田園地区を優先地区として作
成。対象を市内全域へ広げるため、
個別避難計画推進委員会で計画作成
の推進体制や作成方法を検討。避難
行動支援希望者に対する個別避難計
画を令和８年度から３か年をかけ作
成することとした。令和８年度は計

　質問　社会の変化を見据え、次世
代の移動支援を本市にどう整備して
いくか所見を伺う。
　市長　近年、自動運転技術を活用
した次世代の移動支援策が注目され
ている一方、本市はコンパクトな市
であり、鉄道や路線バスなどの利用
圏が市街化区域の大半をカバーして
いるため他市と比べて移動利便性は
高い状況にあると認識している。た

　質問　福生市総合防災訓練におけ
る避難所訓練に対して今回新たに
「アクションカード」を取り入れた
経緯と今後の課題を伺う。
　市長　導入の経緯は、参加者から
より実践的な訓練をしたいという要
望により導入。避難所開設等の行動
を迅速に行うための指示書で、カー
ドに基づく行動することで迅速な避
難所開設を実現するもの。訓練にお

　質問　シルバー人材センターの近
年の受託額や就業状況、ＤＸの推進
など各種取り組みについて伺う。
　市長　令和６年度の受託額は３億
4898万7766円、就労延べ実人員は１
万4298人。令和６年度にウェブから
の入会手続きが可能になり、令和７
年７月から開始の初年度会費無料制
度の影響もあり会員数は増加してい
る。また、ホームページをリニュー

徳・体の三育を基本として、使える
英語の習得や情報活用能力の育成等、
本市が今後、力を入れて特に取り組
むべき教育課題について。視点３
「これからの学校の在り方」では、
小中一貫校や義務教育学校も含め、
将来的には小学校３校程度、中学校
２校程度に学校を再編する必要があ
ること。視点４「実現に向けた調整
事項」では、学校が地域の防災拠点

画作成に必要な情報を本人や家族等
へ調査票により照会し、令和10年度
までに避難行動支援を希望する全て
の方に対する個々の状況に対応した
計画の作成を行う予定である。
文化芸術の振興について
　質問　本市が行う文化・芸術振興
の具体的な取り組みを伺う。
　教育長　令和７年３月策定の福生
市教育ビジョン2025－2029で、施策

だし、高齢者や障害者等の交通弱者
にとっては市内の一部に公共交通の
空白地帯となる地域もあるため、福
祉バスのルートを増設するなどさら
なる利便性の向上に努めている。今
後も交通需要や地域特性に照らし先
行自治体の取組状況を注視していく。
不登校について
　質問　本市の不登校の現状及び対
応について伺う。

いて実災害での運用に向けた改善点
も見つけられたため、今後さらにア
クションカードの実効性を検証し、
より一層、本市の防災力を高めるべ
く取り組んでいく。
地域の郷土芸能を守るための市の取
組について
　質問　地域の郷土芸能である「お
囃子」を守るための取り組みを伺う。
　教育長　福生市文化財保護条例に

アルすることで発注者がウェブから
業務を依頼できるようになり、就労
機会の拡大に努めている。また、セ
ンターからのお知らせや就業情報な
ど閲覧できる会員専用のサイトを開
設し効率的な事業運営を図っている。
　質問　ボランティアポイント制度
等の拡充について市の所見を伺う。
　市長　市では高齢者自らが介護予
防への理解を深めることを目的に、

であることや市内の他の公共施設と
の関係性を踏まえ、学校再編を計画
的に進める構想の策定等について、
以上４点を提言されたものである。
また、本提言の周知については、提
言内容を今定例会で報告した後、Ｐ
ＴＡやコミュニティ・スクール委員
などの学校関係者、町会・自治会等
地域住民の方などに丁寧に説明を行
う予定である。

の方向性の一つに「文化・芸術が花
開く豊かな地域づくりの推進」を位
置づけ、市民文化祭の開催や市内公
民館での各種催しの支援、和文化の
体験として茶室福庵を活用した事業
など、市民の文化・芸術の創造と普
及に取り組むほか、市が収蔵する栗
原一郎氏や窪田成司氏など本市ゆか
りの作家の展示会を市内各所で開催
し、芸術鑑賞の機会を提供している。

　教育長　本市の不登校の現状は、
令和６年度の文部科学省の調査で不
登校児童・生徒数は、小学校が55名、
中学校100名の合計155名であった。
対応については、まず各学校が登校
に向けた働きかけを丁寧に行い、状
況に応じて校内別室での指導を勧め
るとともに、教育相談室、学校適応
支援室、ＳＳＷなどが関わり専門的
な支援を個別に行っている。

基づき市内に残る様々な文化財を調
査し、郷土の歴史を語るうえで重要
であると認定を受けた場合に福生市
登録文化財として登録、保護をして
いる。市内に伝わるお囃子は、「福
生の祭囃子」と「福生天王ばやし」
の２つで、いずれも調査を行い記録
保存するとともに、福生市登録無形
民俗文化財として登録し、登録文化
財保護奨励金を交付している。

介護保険施設等でのサポーター活動
実績に応じポイントを付与し現金と
交換できる事業を実施している。現
在、新たにフレイル予防に効果があ
り社会活動への参加が期待できる活
動等に対して、アプリを通じポイン
トを還元する事業の検討を行ってい
る。令和８年度中の事業化に向け、
対象とする社会活動や既存のサポー
ター事業との調整を図っていく。

正和会
武藤 政義 議員

公明党
川﨑 善友 議員

公明党
原田 剛 議員

正和会
清水 義朋 議員

公明党
堀 雄一朗 議員
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福生駅周辺における環境について

公民館事業の現状と今後の展望について

福生市立学校在り方検討委員会及び学校再編について

▲福生市立学校在り方検討委員会の会議の様子

　質問　福生駅西口喫煙所の状況等
について市が講じた対策と今後に向
けた所見を伺う。
　市長　西口喫煙所のたばこの煙に
対する対策として、灰皿スタンドに
パーティションによる分煙化がより
図られている東口の喫煙所の利用を
促す掲示を実施。引き続き福生市美
しいまちづくりマナーアップ指導員
による指導や、マナーアップキャン

　質問　福生市では社会教育が盛ん
であり、３館の公民館は市民がいつ
でも自由に集まれるコミュニティ、
生きがいづくりの場となっていると
感じられるが、公民館事業の現状と
今後の展望について伺う。
　教育長　市民の誰もが生涯を通し
た学びによって活躍することができ
るよう、また気軽に生涯学習に取り
組めるよう、環境の充実を図ること

　質問　「福生市立学校在り方検討
委員会」設置の趣旨、経緯、背景及
び「令和における福生市立学校の在
り方検討委員会」との役割の違いや
福生市立学校再編に向けた23の提言
報告の内容を伺う。
　教育長　本市の教育課題の解決と
学校教育に対する市民の思いや願い
の実現を目指し、令和４年度から３
年間「令和における福生市立学校の

ペーンの継続実施、市広報やホーム
ページ等により喫煙マナー向上の周
知徹底等に加えて、東口喫煙所の利
用と周知啓発に努めていく。
福生駅西口地区市街地再開発事業に
ついて
　質問　本事業について市としての
今後の考え方を伺う。
　市長　本事業は福生市の顔にふさ
わしい都市環境整備に資する事業で

が重要である。現在、公民館３館は
市民の自主的な学習を支援する教育
機関として150団体を超える公民館
サークルを支援している。各館のま
つりや市民文化祭の実施など市民の
学習成果発表の場を提供するととも
に、公民館職員が企画・立案して年
間40コース以上の公民館主催講座を
実施し、学習機会の提供に努めてい
る。今後も少子高齢化の中でも地域

在り方検討委員会」を設置。多面的、
多角的に議論し７つの総括をまとめ
た。今年度設置した「福生市立学校
在り方検討委員会」は、これまでの
７つの総括を踏まえつつ、公共施設
マネジメントを専門とする有識者を
加え、学校再編を念頭に熟議を重ね
て、報告書にまとめた。本報告書は
市立学校の現状、これからの教育や
学校の在り方など４つの視点、23の

市としても支援を続けている。一方
で、資材高騰や労務単価の上昇のた
め事業全体にかかる費用が当初と比
べ高額となっていると思われること
から、財政運営上の懸念があり、事
業の成立性が不透明であるため本事
業が実現可能なものとなるよう計画
を見直してはどうかと伝えた。今後
も市として引き続き事業を支援して
いく考えに変わりはない。

コミュニティを支える基盤としての
役割を担えるよう、時代に即した在
り方を検討し、学習環境の整備と学
習機会の充実に努めていく。
　質問　今回の「だれでもなんでも
展」に高校生が参加した経緯は。
　教育部長　令和６年度の主催講座
に市内高校生が参加したことをきっ
かけに交流が生まれ、今年度の模擬
店運営につながった。

項目に沿って提言されている。今後
の本市の学校の在り方を検討する上
で極めて有用なものと認識している。
　質問　検討委員会では学校再編に
関し少人数学級について言及された
か。小・中学校ともに35人で試算だ
が、それ以外の人数で試算はしたか。
　教育部長　少人数学級についての
意見はなく、小・中学校ともに35人
学級以外の試算は行っていない。

教職員の心身の健康を保つための取組について
　質問　令和５年度の文部科学省の
調査で教職員の精神疾患による病気
休職者数が過去最多となったが、本
市の教職員の心身の健康を保つため
の取り組みについて伺う。
　教育長　心の病の予防には、教職
員自身が自らのメンタルヘルスの不
調に気づくことが大切であるため、
本市教育委員会では、教職員を対象
としたストレスチェックを年２回実

施し、希望者に東京都教育委員会が
実施する様々な相談窓口を紹介して
いる。また、新規採用教員メンター
制度では同世代の先輩教員等がメン
ターを務め、日々の声がけや気軽な
相談等を心がけることで新規採用教
員の働きやすい職場環境づくりを促
進している。さらに各学校の校長、
副校長は、支援を必要としているサ
インを見逃さないよう定期的に面談

等を実施している。本市教育委員会
としては、教師としての力を高める
ことが教員のメンタルヘルスを健全
に保つことにつながるという考えか
ら、指導主事がこまめに学校を訪問
し教員の指導力の向上に努めている。
今後も福生市立学校の全ての教職員
が仕事にやりがいを感じ、心身の健
康を保ちながら子どもたちを導くこ
とができるよう学校を支援していく。

動物との共生と環境衛生について
　質問　亡くなった動物の扱いに関
する制度による一般的な取り扱いは
どのようなものか。また、ペット専
用の霊園施設を新たに設置する際は
どのような手続が必要なのかを伺う。
　市長　市に登録した飼い犬につい
ては、保健センターに死亡届の提出
が必要となる。一般的に動物の死体
の処理には、①自宅の敷地内に埋葬
する方法、②ごみ減量対策課ごみ総

合受付センターに申し込み、所定の
手数料を払って市が委託している寺
院で埋葬する方法、③ペット専用の
霊園事業者に火葬、葬祭、納骨など
を依頼する３つの方法がある。なお、
公道で犬や猫、鳥等の死体を発見し
た場合は、ごみ減量対策課ごみ総合
受付センターに連絡をしてほしい。
また、動物霊園等の新設手続につい
て、動物に関しては「墓地、埋葬等

に関する法律」は適用されず、「廃
棄物の処理及び清掃に関する法律」
にも当たらないため、通常の建築確
認申請等の手続を行うこととなる。
　質問　動物霊園事業の設置等につ
いて、規制が必要と考えるが条例等
により規制している自治体はあるか。
　生活環境部長　近隣自治体では、
八王子市、あきる野市、武蔵村山市
などが条例で対応している。

▲だれでもなんでも展の作品の一部

スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会
幡垣 正生 議員

立憲民主党
市川 佳樹 議員

正和会
小澤 芳輝 議員

日本共産党
市毛 雅大 議員

日本共産党
伊藤 広美 議員
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多摩ケーブルネットワークで
も本会議の生中継を放映し
ます。ぜひご覧ください。

ケーブルテレビによるケーブルテレビによる
議会中継議会中継

福生市公式観光情報インスタグラム「DiscoveryFussa」について

外国人との秩序ある共生社会をめざす福生市の取組について

▲DiscoveryFussaのロゴマーク

　質問　写真や動画を中心としたＳ
ＮＳであるインスタグラムを活用し
た福生市公式観光情報アカウント
「DiscoveryFussa」の開設に至っ
た経緯や運用体制、今後の展開等に
ついて伺う。
　市長　観光需要の高まりを受け、
福生市観光振興計画の策定に着手し
観光振興を推進する中で、誘客促進
やリピーターの獲得などに狙いを定

　質問　本市の外国人住民との共生
に関する包括的な基本方針やビジョ
ンについて現状を伺う。また、守る
べきルールと受けるべき支援をセッ
トで示す必要があると思うが、市長
の考えは。
　市長　本市における外国人住民と
の共生に関する包括的な基本方針は
福生市総合計画（第５期）後期基本
計画に定めている。本市は外国人人

め、市内外に対してより効果的に市
の魅力を発信する目的で、令和７年
７月に福生市公式観光情報アカウン
トを開設した。福生市を訪れた方々
が市の魅力を発見（ディスカバリー）
する一助となるよう観光やイベント
に関する情報を中心に写真や動画を
積極的に発信し、投稿数は開設以来
約４か月で150件を超えている。運
用体制は運用ポリシー及び市のセキ

口比率が都内26市の中で最も高いこ
とから、市の事業への外国人の参画
や外国人コミュニティ等との連携、
異文化の相互理解などに向けて多文
化共生に資する事業の推進を図るこ
ととしている。先進的な取り組みで
は、スマートフォン等で撮影したご
みや資源の写真画像からＡＩが分別
方法やごみの出し方を18言語により
案内する「福生ごみナビ」の試験運

ュリティポリシーの遵守を前提に、
担当者が主体的に魅力的な内容の情
報を高い頻度で発信できる体制を整
えている。今後の展開として、イン
バウンド需要拡大に向けた多言語変
換による投稿や、アクセス情報の分
析を基に写真や動画のクオリティー
の向上を図り、市の魅力を広く積極
的に発信して世界中から訪れたい街
として認識されるよう努めていく。

用や、日本語を母語としない子ども
が学習や相談、交流ができる場所
「多文化キッズサロンうぇるかむ」
を本年４月に武蔵野台児童館２階に
開設した。また、外国人との秩序あ
る共生については、今後、国におい
て経済成長や税・社会保障等、様々
な要素を踏まえた議論が行われるた
め、市の施策への影響について国の
動きを注視していく考えである。

学校給食について
　質問　学校給食の食品ロス削減の
取り組みについて伺う。
　教育長　具体的な取り組みとして、
学校給食センターでは、献立に応じ
た必要量の食材を購入し、調理は極
力食材の廃棄がないよう努めている。
各小・中学校においては、ＳＤＧｓ
の観点から、教員による給食指導を
基本に、栄養教諭による食育の授業
や、防災食育センターへの社会科見

学での食育指導など、児童・生徒一
人一人が自ら食べ残しを減らせるよ
う取り組みを進めている。また、防
災食育センター内の食育ブースに、
食品ロス削減コーナーを設け、児童・
生徒はもとより、保護者や地域の
方々にも、食育の推進、食品ロスの
削減の取り組みに関して、広く周知
を行っている。
　質問　ここ数年の給食残菜率の平

均はどれくらいか。また、牛乳の残
菜率についても伺う。
　教育部長　残菜率は、令和３年度
から令和６年度までの全体の平均値
で、小学校７校は17.3％、中学校３
校は21％である。牛乳は汁物と同じ
食缶で戻されるため、単独での残菜
率は把握していないが、参考値とし
て汁物の残菜率は、小学校７校で
16.7％、中学校３校で20.9％である。
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日本維新の会
西尾 壽々斗 議員

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

公明党
青木 健 議員
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な
く
す
取
組
に
関

す
る
陳
情
書（
７-

11
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
い
じ
め
の
認
知
件
数
は
、
実
態
を
正
確
に

示
す
指
標
で
は
な
く
、
件
数
の
み
が
独
り
歩

き
す
れ
ば
教
育
現
場
に
委
縮
を
も
た
ら
し
か

ね
な
い
。
本
市
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
学
校

い
じ
め
対
策
委
員
会
を
活
用
す
る
な
ど
組
織

的
か
つ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

意
に
沿
い
難
い
。

○
職
員
団
体
の
組
合
費
給
与
天
引
き

（
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
）手
続
の
適
正
運
用
及
び
行

政
の
政
治
的
中
立
性
確
保
を
求
め
る
陳
情
書

（
７-

12
号
）

（
不
採
択
理
由
）

　
法
令
遵
守
の
も
と
、
事
務
効
率
化
と
労
使

の
安
定
の
た
め
合
理
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
の
政
治
的
中
立
性
は
継
続
的
な

職
員
研
修
が
行
わ
れ
、
職
員
の
自
由
意
思
が

反
映
さ
れ
な
い
よ
う
な
事
例
は
な
い
こ
と
か

ら
、
意
に
沿
い
難
い
。

●
福
生
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
反
対

　

福
東
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
南
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

使
用
料
を
値
上
げ
す
る
も
の
だ
が
、
公
共
施
設
は
国
民
、

市
民
の
も
の
で
あ
り
、
利
用
促
進
に
は
む
し
ろ
値
下
げ

や
無
償
化
な
ど
の
検
討
や
利
用
を
呼
び
か
け
る
姿
勢
こ

そ
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
受
益
者
負
担
適
正
化
の
名

の
下
に
市
民
負
担
を
増
や
す
方
向
性
は
公
共
施
設
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
か
ら
市
民
を
遠
ざ
け
る
も
の
で
あ
り
、
本

案
に
反
対
す
る
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
反
対

　

消
費
者
物
価
指
数
の
上
昇
と
働
く
人
の
実
質
賃
金
の

減
少
が
続
き
、
多
く
の
市
民
が
生
活
維
持
に
苦
し
ん
で

い
る
状
況
で
、
市
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
員
の
期
末
手

当
引
上
げ
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
日
も

早
く
市
民
全
体
の
暮
ら
し
向
き
が
向
上
す
る
政
策
を
実

行
し
、
胸
を
張
っ
て
引
上
げ
を
検
討
で
き
る
状
況
に
な

れ
ば
と
願
う
こ
と
か
ら
、
本
案
に
反
対
す
る
。

■
反
対

　

物
価
高
騰
や
生
活
必
需
品
の
値
上
げ
が
続
き
、
市

民
生
活
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
中
、
自
ら
の
期
末
手
当

を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
市
民
の
受
け
止
め
方
を
考
え
れ

ば
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
市
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
限
ら
れ
た
財
源
は
教
育
、
福

祉
、
子
育
て
支
援
、
防
災
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
市
民

生
活
に
直
結
す
る
分
野
へ
優
先
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ

り
、
本
案
に
反
対
す
る
。
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設
置
す
る
こ
と
か
ら
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
福
生
市
営
福
東
総
合
グ
ラ

ン
ド
及
び
福
生
市
営
南
公
園

グ
ラ
ン
ド
の
使
用
料
に
つ
き
、

使
用
料
・
手
数
料
等
受
益
者

負
担
適
正
化
方
針
に
基
づ
き

見
直
し
を
検
討
し
た
結
果
、

使
用
料
を
引
き
上
げ
る
こ
と

が
適
当
と
の
結
論
に
至
り
金

額
を
改
正
す
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
等
に
つ

い
て
、
国
の
定
め
る
基
準
の

見
直
し
を
契
機
に
今
後
の
制

度
改
正
に
機
動
的
に
対
応
し
、

事
業
の
運
営
等
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
関
係
す
る

条
例
の
内
容
を
見
直
す
も
の
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
木
造
市
営
住
宅
の
取
壊
し

に
伴
い
当
該
市
営
住
宅
に
係

る
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
か

ら
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

た
め
、
条
例
を
新
た
に
制
定

す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
歳
入
で
は
特
定
防
衛
施
設

周
辺
整
備
調
整
交
付
金
の
増

額
な
ど
、
歳
出
で
は
介
護
給

付
費
な
ど
の
障
害
者
福
祉
費
、

保
育
所
等
熱
中
症
対
策
支
援

事
業
補
助
金
な
ど
の
子
ど
も

育
成
費
な
ど
の
増
額
に
当
た

り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

億
６
６
６
９
万
７
千
円
を
追

加
、
総
額
３
１
７
億
９
５
３

４
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

　
主
な
歳
入
は
、
国
有
提
供

施
設
等
所
在
市
町
村
助
成
交

付
金
等
、
基
地
交
付
金
の
交

付
額
が
確
定
、
17
億
８
１
０

１
万
８
千
円
で
前
年
度
比

２
・
５
％
増
。
国
庫
補
助
金

が
個
人
番
号
事
務
に
係
る
番

号
制
度
事
務
費
補
助
金
、
戸

籍
事
務
に
係
る
番
号
制
度
整

備
事
業
補
助
金
や
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

で
２
億
３
７
６
７
万
５
千
円
。

　
歳
出
で
は
、
社
会
福
祉
費

が
障
害
者
福
祉
費
の
介
護
及

び
訓
練
等
給
付
事
業
及
び
障

害
児
通
所
給
付
事
業
の
増
で

１
億
６
６
８
０
万
８
千
円
。

児
童
福
祉
費
が
子
ど
も
育
成

費
の
保
育
所
・
幼
稚
園
等
物

価
高
騰
対
策
補
助
金
や
保
育

所
等
熱
中
症
対
策
支
援
事
業

補
助
金
や
乳
幼
児
及
び
高
校

生
等
医
療
費
助
成
事
業
の
増

で
１
９
９
２
万
２
千
円
。

　
こ
の
ほ
か
、
福
生
第
四
小

学
校
空
調
設
備
等
改
良
事
業

で
工
事
の
一
部
が
入
札
不
調

か
ら
今
年
度
中
の
実
施
が
不

可
能
と
な
り
、
１
億
８
４
５

●
福
生
市
議
会
議
員
及
び
福

生
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
福
生
市
議

会
議
員
及
び
福
生
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
ビ
ラ
及
び
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
に
係
る
公
費
負

担
額
を
改
め
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
国
に
お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
推

進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
デ

ジ
タ
ル
庁
が
開
発
し
た
自
治

体
・
医
療
機
関
等
を
つ
な
ぐ

情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
へ
心
身

障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に

係
る
資
格
情
報
を
連
携
す
る

に
当
た
り
、
心
身
障
害
者
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
事

務
を
個
人
番
号
利
用
事
務
に

加
え
る
と
と
も
に
規
定
を
整

備
す
る
た
め
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

●
福
生
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け

る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教

育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

不
登
校
生
徒
等
に
対
す
る
教

育
の
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

福
生
第
一
中
学
校
に
分
校
を

可
決
等
さ
れ
た
案
件

可
決
等
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

（
要
旨
）

０
万
４
千
円
を
令
和
８
年
度

へ
繰
越
明
許
を
設
定
す
る
。

●
福
生
第
二
小
学
校
防
音
機

能
復
旧（
復
機
）工
事（
空
調

設
備
）請
負
契
約

　
同
校
の
空
調
設
備
改
良
工

事
を
発
注
す
る
に
当
た
り
、

そ
の
予
定
価
格
が
１
億
５
千

万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
得
る
も
の
。

●
福
生
第
四
小
学
校
空
調
設

備
等
改
良
第
２
期
工
事（
空

調
設
備
）請
負
契
約

　
同
校
の
空
調
設
備
改
良
工

事
を
発
注
す
る
に
当
た
り
、

そ
の
予
定
価
格
が
１
億
５
千

万
円
以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、

条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
得
る
も
の
。

●
福
生
市
の
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
一
般
職
の
職
員
の
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給

割
合
並
び
に
給
料
表
を
改
定

す
る
と
と
も
に
、
令
和
７
年

12
月
期
の
期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当
の
支
給
割
合
の
特
例

を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
改

正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
長
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
一
般
職
と
同
様
に
、
市
長

等
に
支
給
す
る
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
改
定
す
る
と
と

も
に
、
令
和
７
年
12
月
期
の

期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
特

例
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
一
般
職
の
任
期
付

職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準

じ
て
特
定
任
期
付
職
員
の
給

料
表
及
び
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
改
定
す
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
東
京
都
の
給
与
改
定
に
準
じ

て
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末

手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
割

合
の
特
例
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
福
生
市
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
市
議
会
議
員
に
支
給
す
る

期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
改

定
と
と
も
に
、
令
和
７
年
12

月
期
の
期
末
手
当
の
支
給
割

合
の
特
例
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
給
与
改
定
等
に
伴
う
職
員

人
件
費
や
会
計
年
度
任
用
職

員
手
当
な
ど
を
増
額
す
る
に

当
た
り
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
３
０
３
８
万
７
千

円
を
追
加
、
総
額
を
３
１
９

億
２
５
７
３
万
２
千
円
と
す

る
も
の
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
関
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て

　
平
野
裕
子
氏
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
た
に
渥
美
孝
子

氏
を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と

に
異
議
な
い
旨
を
答
申
す
る

も
の
。

議案の審議結果 （〇賛成　×反対） 録画映像をご覧いただけます

令
和
７
年
第
４
回
定
例
会

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 生活者
ネットワーク 立憲民主党 日本維新の会 スポーツ・

文化の会※ 議決結果
市　長　提　出　議　案

議案第49号 福生市議会議員及び福生市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の
一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第50号 福生市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第51号 福生市立学校設置条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第52号 福生市体育施設条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第53号 福生市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例等の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

議案第54号 福生市営住宅条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第55号 福生市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第56号 令和７年度福生市一般会計補正予算（第６号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第57号 福生第二小学校防音機能復旧（復機）工事（空調設備）請負契約 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第58号 福生第四小学校空調設備等改良第２期工事（空調設備）請負契約 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 同意
議案第63号 福生市の一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第62号 福生市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ × ○○ 可決
議案第59号 福生市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第61号 福生市会計年度任用職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
議案第60号 福生市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例 ○○ ○○ × ○○ ○○ × × 可決
議案第64号 令和７年度福生市一般会計補正予算（第７号） ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見聴取について ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 意義ない

旨を答申

議　員　提　出　議　案
議員提出議案第１号 再審法（刑事訴訟法の再審規定）の見直しを求める意見書 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 可決

※スポーツ・文化を通じて人づくりと街づくりの会



　　　令和8年1月25日　　福生市議会だより　　No.245（7）

提
供
す
る
鉄
道
会
社
ご
と
で

異
な
る
が
、
東
日
本
旅
客
鉄

道
会
社
で
は
、
第
１
種
障
害

者
と
そ
の
介
護
者
が
普
通
乗

車
券
、
回
数
乗
車
券
、
普
通

急
行
券
を
購
入
す
る
際
に
50

％
の
割
引
が
適
用
さ
れ
る
。

　

統
合
端
末
電
算
機
借

上
料
等
の
詳
細
に
つ
い
て
伺

う
。

　

統
合
端
末
は
現
在
12

台
保
有
・
運
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
の
４
台
に
つ
い
て
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
サ
ポ
ー

ト
終
了
に
伴
い
、
入
れ
替
え

を
行
う
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
手
続

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
３
台
を
追
加
導
入
す
る
。

　
12
月
11
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
７
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情

２
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

●
福
生
市
議
会
議
員
及
び
福

生
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
と
ビ
ラ

の
単
価
改
正
と
い
う
こ
と
だ

が
、
背
景
に
つ
い
て
伺
う
。

　
３
年
ご
と
に
改
正
を
行

う
こ
と
を
例
と
し
て
お
り
、

物
価
の
変
動
等
を
踏
ま
え
る

と
と
も
に
、
国
は
、
経
費
の

基
準
に
つ
い
て
都
道
府
県
、

市
町
村
の
選
挙
の
執
行
実
態

を
調
査
し
、
諸
般
の
資
料
収

集
、
検
討
等
を
行
い
適
正
な

　

事
業
開
始
に
伴
い
発
生

す
る
業
務
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

利
用
申
請
に
基
づ
き
行

う
利
用
認
定
や
、
事
業
を
実

施
し
た
園
に
対
す
る
給
付
費

等
の
支
払
い
業
務
、
基
準
に

基
づ
い
た
運
営
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

の
指
導
検
査
、
今
後
新
た
に

事
業
を
実
施
す
る
事
業
者
か

ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
の
認

可
手
続
、
確
認
手
続
等
の
事

務
を
行
う
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

　

精
神
障
害
者
旅
客
運

賃
割
引
制
度
へ
の
対
応
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
良
の
内
容
、

及
び
具
体
的
な
割
引
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
等
で
導
入
さ
れ
た
精
神

障
害
者
旅
客
運
賃
割
引
制
度

に
対
応
す
る
た
め
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
の
券
面
に
旅
客

運
賃
割
引
に
関
す
る
区
分
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

現
在
使
用
し
て
い
る
障
害
福

祉
シ
ス
テ
ム
に
そ
の
区
分
を

入
力
す
る
箇
所
を
追
加
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
割
引
内
容
は
サ
ー
ビ
ス
を

繰
越
金
の
確
定
に
よ
る
歳
入

額
の
増
加
や
各
種
工
事
費
等

の
確
定
に
よ
る
契
約
差
金
の

発
生
に
よ
り
減
額
に
な
っ
た
。

　
12
月
10
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

国
基
準
の
改
正
点
に
つ

い
て
伺
う
。

　

一
点
目
は
、
保
育
所

に
お
け
る
虐
待
等
の
不
適
切

事
案
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

か
ら
、
職
員
に
よ
る
虐
待
等

を
発
見
し
た
際
の
通
報
義
務

等
の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
、
二
点
目
は
、
健
康
管

理
を
円
滑
に
実
施
す
る
よ
う
、

母
子
保
健
法
に
規
定
す
る
健

康
診
査
の
内
容
が
保
育
所
等

の
健
康
診
断
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
相
当
す
る
と
認
め
ら

れ
、
か
つ
、
保
育
所
等
の
長

等
が
そ
の
結
果
を
把
握
す
る

と
き
は
当
該
健
康
診
断
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
行
わ
な
い

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

●
福
生
市
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

　
12
月
９
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
木
造
市
営
住
宅
１
戸
を

除
却
し
、
残
り
５
戸
と
の
こ

と
だ
が
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
住
宅
は
他
に
も
あ
る
の
か

伺
う
。

　

令
和
７
年
12
月
１
日
現

在
、
第
一
、
第
四
、
第
五
市

営
住
宅
、
そ
れ
ぞ
れ
１
戸
の

計
３
戸
が
空
き
家
と
な
っ
て

お
り
、
令
和
８
年
度
に
お
い

て
解
体
除
却
工
事
を
実
施
予

定
で
あ
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

　
事
業
№
18
清
掃
事
務
の

西
多
摩
衛
生
組
合
負
担
金
１
，

７
０
９
万
６
千
円
の
減
額
に

つ
い
て
伺
う
。

　

西
多
摩
衛
生
組
合
歳

入
予
算
に
お
け
る
、
前
年
度

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

行政視察報告
全国の市町村の特色ある施策を今後のまちづくりの参考にするため実施した常任委員会の
先進市視察について報告します。
なお、視察報告書の全文を市議会ホームページに掲載しています。
※ 右のＱＲコードよりご覧いただけます。

総務文教委員会市民厚生委員会建設環境委員会

① 多文化共生と国際交流の取り組みについて
自動車メーカー関連の工場や製茶、織物の関連

工場が市内及び近隣に多く存在し、技能実習や就
労目的の外国人が多く、教育、福祉、防災など多
くの分野で多文化共生と国際交流の取り組みが行
われており、町内会長に外国人市民が就くなど、
多くの地域活動に携わっていることを知った。
② �スタートアップ支援・商店街チャレンジショッ

プについて
焼津市の創業支援拠点である「焼津PORTERS」

は、ワーケーションなどの新たな需要に対応したコワー
キングスペースや宿泊施設を整備し、地域住民のみ
ならず、県外からの利用者を呼び込むにぎわいの交
流の拠点として、市と民間企業、漁協との連携協定
のもと、民間が主体となり、国の補助事業を活用しつ
つ段階的に施設整備が行われてきたことを学んだ。

① �東日本大震災で被災した学校の、児童生徒等が
どのように学びを再開したか等について

　授業再開では、被災しなかった学校での再開や
一日でも早く「日常の平穏を取り戻す」ことを職員
のスローガンとし、取り組んだことや、児童生徒の
防災教育や安全教育では、「命を守る」ことを第一
に、避難訓練や防災学習、学校防災推進会議・学
校安全推進課を設置するなどし、安心・安全な学
校環境づくりに取り組んで来ていることを学んだ。
② 震災遺構門脇小学校・大川小学校施設見学
　学校管理下児童で一人の犠牲者も出さなかった
「門脇小学校」の臨機応変な避難対応、大きな犠牲
者を出してしまった「大川小学校」の避難誘導の
責任や難しさ、防災・減災訓練やハザードマップ
の重要性等について学んだ。

① 桜井市まほろばセンターについて
屋内あそび場である「ひみっこぱーく」をはじめ、
地域子育て支援拠点、市民団体の活動支援機能、
健康ステーションなどが整備されており、駅前に
多世代が集うことを想定した機能を集約する手法
は、今後の福生市の公共施設の老朽化対策・再配
置に非常に参考となった。
② 「介護予防あ･し･たプロジェクト」について
本事業は行動変容を促す多面的な介入を通じて、
地域住民の主体的な参加と生活機能の維持向上に
明確な効果を挙げている。これは成果連動型民間
委託契約方式（PFS）を導入したことによるところが
大きく、民間の創意工夫を活かしつつ、事業成果
に応じた報酬支払いにより公共投資の効率性・効
果性を高めていることから、行政改革の推進の観
点も踏まえ導入可否について調査研究を進めたい。

静岡県焼津市 宮城県石巻市奈良県桜井市

令和７年10月６日（月）～10月７日（火）
視察先 ①愛知県西尾市　②静岡県焼津市

令和７年10月30日（木）～10月31日（金）
視察先 宮城県石巻市

令和７年10月20日（月）～10月21日（火）
視察先 ①奈良県桜井市　②大阪府堺市

▲木造の市営住宅

▲

総
務
文
教
委
員
会
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編

集

後

記

令
和
７
年
11
月
20
日
、
横

田
基
地
所
属
の
Ｃ
‐
１
３
０

輸
送
機
に
よ
る
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
で
、
福
生
市
の

熊
川
児
童
館
の
敷
地
や
屋
上

に
、
米
軍
の
降
下
用
の
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
が
落
下
す
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
落
下
物
は
、
人
命
に
関

わ
り
か
ね
な
い
事
故
に
つ
な

が
る
た
め
、
横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
事

故
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、

再
発
防
止
を
徹
底
す
る
抗
議

文
が
審
査
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
議
会
運
営
委
員
会

を
経
て
、
米
軍
及
び
防
衛
省

等
へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
定
例
会
の
議
案

審
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
不
登

校
の
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ

る
場
と
し
て
の
分
教
室
か
ら
、

分
校「
福
生
市
立
牛
浜
も
く

せ
い
中
学
校
」と
し
て
設
置

す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
学
校
給
食
の

食
材
価
格
高
騰
に
伴
う
材
料

費
の
増
額
や
松
林
会
館
及
び

中
央
体
育
館
の
空
調
整
備
や

ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
を
設
計
す
る
補
正
予
算
な

ど
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
福
生
市
議
会
は
、

さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
し
、
地

域
の
発
展
と
市
民
生
活
の
充

実
に
向
け
て
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

に
落
下
。
当
該
降
下
傘
に
つ

い
て
は
、
米
軍
が
同
日
夜
に

福
生
市
内
熊
川
児
童
館
敷
地

内
で
回
収
し
た
。
ま
た
、
熊

川
児
童
館
屋
上
で
発
見
さ
れ

た
も
の
は
、
こ
の
着
地
に
関

連
す
る
誘
導
傘（
パ
イ
ロ
ッ

ト
シ
ュ
ー
ト
）で
あ
っ
た
。

米
側
の
損
害
な
し
、
部
外
へ

の
被
害
、
影
響
等
な
し
。
12

月
９
日
に
は
、
福
生
市
か
ら

米
軍
及
び
国
に
対
し
強
く
抗

議
を
行
っ
た
。

横
田
基
地
対
策
特
別
委
員

会
に
お
い
て
も
、
各
関
係
機

関
に
対
し
強
く
抗
議
す
る
旨
、

決
定
し
た
。

ら
の
期
間
中
の
軍
用
機
へ
の

騒
音
苦
情
が
１
件
あ
っ
た
。

11
月
28
日「
横
田
基
地
に

お
け
る
正
月
三
が
日
の
飛
行

停
止
の
要
請
」を
、
東
京
都

と
横
田
基
地
周
辺
５
市
１
町

で
構
成
す
る
横
田
基
地
に
関

す
る
東
京
都
と
周
辺
市
町
連

絡
協
議
会
か
ら
行
っ
た
。

2　
東
京
都
福
生
市
内
に
落

下
し
た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
に
つ

い
て12

月
１
日
、
熊
川
児
童
館

屋
上
で
児
童
館
職
員
に
よ
り

米
軍
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も

の
が
発
見
さ
れ
、
同
日
中
に

市
職
員
が
回
収
す
る
と
と
も

に
北
関
東
防
衛
局
に
連
絡
し
、

12
月
２
日
に
北
関
東
防
衛
局

が
回
収
し
た
。
米
軍
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
米
軍

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。

併
せ
て
判
明
し
た
事
実
と
し

て
、
11
月
20
日
に
米
軍
兵
士

が
空
挺
降
下
訓
練
中
に
主
降

下
傘
を
切
り
離
し
た
後
、
予

備
降
下
傘
を
使
用
し
て
横
田

基
地
に
着
地
。
切
り
離
し
た

主
降
下
傘
は
風
に
よ
り
コ
ー

ス
を
外
れ
、
横
田
基
地
の
外

11
月
25
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
降
下
訓
練
に
お
け
る
場

外(

羽
村
市)

降
着
に
つ
い
て

11
月
18
日
に
羽
村
市
で
発

生
し
た
、
米
陸
軍
兵
士
に
よ

る
区
域
外
降
着（
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
降
下
訓
練
に
よ
る
横
田

基
地
外
へ
の
降
着
）に
つ
い

て
、
委
員
会
開
催
前
に
情
報

提
供
が
あ
っ
た
。
横
田
基
地

対
策
特
別
委
員
会
で
は
、
原

因
究
明
を
行
い
、
再
発
防
止

と
安
全
確
保
に
努
め
る
よ
う
、

各
関
係
機
関
に
対
し
要
請
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

12
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
題
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

１　
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

９
月
16
日
か
ら
24
日
の

「
令
和
７
年
度
米
豪
軍
と
の

実
動
訓
練（
オ
リ
エ
ン
ト
・

シ
ー
ル
ド
２
５
）」に
つ
い
て
、

米
軍
人
の
人
員
輸
送
の
た
め
、

米
軍
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機
が
飛

来
す
る
と
の
情
報
提
供
。
市

民
か
ら
の
期
間
中
の
軍
用
機

へ
の
騒
音
苦
情
が
１
件
あ
っ

た
。10

月
２
日
の「
令
和
７
年

度
第
４
回
国
内
に
お
け
る
米

空
軍
機
か
ら
の
降
下
訓
練
」

に
つ
い
て
、
東
富
士
演
習
場

に
て
空
挺
降
下
訓
練
、
物
料

投
下
訓
練
を
実
施
。
市
民
か

横
田
基
地
対
策

�

特
別
委
員
会

れ
て
い
る
新
１
年
生
１
名
の

計
８
名
で
あ
る
が
、
今
後
数

名
の
新
１
年
生
の
入
学
申
請

書
の
提
出
を
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
遠
く
か
ら
通
う
生
徒

の
通
学
方
法
は
、
公
共
交
通

機
関
に
よ
る
通
学
及
び
公
共

交
通
機
関
に
よ
る
通
学
が
困

難
な
場
合
は
自
転
車
通
学
を

認
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

●
福
生
市
体
育
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

二
つ
の
グ
ラ
ン
ド
に
つ

い
て
使
用
料
が
上
が
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
及

び
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

　
現
行
の
使
用
料
の
設
定

が
、
市
の
原
価
計
算
の
指
標

で
あ
る
１
０
０
％
を
大
幅
に

超
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

使
用
料
設
定
が
３
０
０
％
以

上
と
な
っ
て
い
る
。
計
算
上
、

本
来
な
ら
ば
３
倍
の
値
上
げ

が
必
要
で
は
あ
る
が
、
激
変

緩
和
の
考
え
方
か
ら
、
原
則

現
行
料
金
の
１
５
０
％
の
額

を
改
定
の
上
限
額
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
３
０
０
円
の

１
．
５
倍
の
４
５
０
円
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
利
用
者
へ

の
周
知
は
、
料
金
改
定
の
決

定
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

窓
口
に
料
金
改
定
の
案
内
を

掲
出
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
等
で
の

周
知
に
加
え
、
施
設
利
用
の

抽
せ
ん
会
に
お
い
て
も
、
直

接
利
用
者
に
周
知
を
図
っ
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

●
令
和
７
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　
給
食
食
材
の
調
達
事
務

に
つ
い
て
、
補
正
に
至
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
伺
う
。

　

食
材
価
格
に
つ
い
て
は

想
定
外
の
高
騰
が
続
い
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

食
材
の
一
括
購
入
や
、
可
能

な
限
り
安
価
で
か
つ
良
質
な

食
材
を
活
用
し
た
献
立
を
工

夫
す
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫

を
行
っ
て
き
た
が
、
現
時
点

に
お
い
て
も
食
材
の
高
騰
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
行
い
な
が
ら
も
、
年
度

末
に
向
け
て
給
食
食
材
費
に

不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
回
、
補
正
予
算
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
央
体
育
館
改
良
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

改
修
を
想
定
し
て
い
る

設
計
内
容
で
は
、
主
競
技
場

へ
は
、
冷
房
及
び
暖
房
共
用

の
機
器
設
置
を
検
討
し
て
い

る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
の

ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

１
階
部
分
、
２
階
部
分
の
全

て
の
ト
イ
レ
の
改
修
を
考
え

て
い
る
。
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
で
は
、
主
競
技
場
、
柔
・

剣
道
場
、
卓
球
場
を
は
じ
め
、

通
路
部
分
や
事
務
所
内
に
あ

る
全
て
の
蛍
光
灯
や
水
銀
灯

の
交
換
を
想
定
し
て
設
計
を

基
準
を
設
定
す
る
と
い
う
見

地
か
ら
、
必
要
な
基
準
額
の

改
定
を
行
っ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

●
福
生
市
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
心
身
障
害
者
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
事
務
を
Ｄ

Ｘ
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
自
治
体
、

医
療
機
関
等
を
つ
な
ぐ
情
報

連
携
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
、
心
身
障
害
者（
児
）医
療

費
助
成
制
度
の
対
象
者
は
、

紙
の
受
給
者
証
を
医
療
機
関

等
の
窓
口
で
提
示
す
る
必
要

が
あ
っ
た
が
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
す
る
こ
と
で
受
給

者
証
持
参
の
手
間
が
省
け
る

こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

●
福
生
市
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
生
市
立
牛
浜
も
く
せ

い
中
学
校
の
４
月
か
ら
の
入

学
者
は
何
名
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
、
ま
た
、
こ
の
中
学

校
の
分
校
と
し
て
は
１
か
所

と
い
う
こ
と
か
ら
、
生
徒
に

よ
っ
て
は
２
キ
ロ
を
超
え
る

通
学
者
も
い
る
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
見
込

み
か
伺
う
。

　

現
時
点
で
は
、
新
２
年

生
及
び
新
３
年
生
７
名
と
、

既
に
入
学
申
請
書
が
提
出
さ

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
福
生
第
二
小
学
校
防
音
機

能
復
旧（
復
機
）工
事（
空
調

設
備
）請
負
契
約

　
工
事
の
施
行
時
期
と
学

校
と
の
調
整
等
に
つ
い
て
伺

う
。

　

令
和
８
年
３
月
頃
、
現

場
着
手
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

学
校
と
の
調
整
は
済
ん
で
お

り
、
春
季
休
業
期
間
中
と
夏

季
休
業
期
間
中
を
中
心
に
施

工
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
期

間
は
、
授
業
に
支
障
の
出
な

い
工
事
を
放
課
後
や
土
日
を

活
用
し
な
が
ら
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

●
福
生
第
四
小
学
校
空
調
設

備
等
改
良
第
２
期
工
事（
空

調
設
備
）請
負
契
約

　

現
状
で
主
に
ど
の
よ
う

な
不
具
合
が
起
き
て
い
た
か
。

ま
た
、
全
熱
交
換
器
の
記
載

が
な
い
が
、
交
換
し
な
い
の

か
伺
う
。

　

空
調
の
効
き
具
合
の
差

が
あ
る
な
ど
の
不
具
合
が
発

生
し
て
い
る
。
全
熱
交
換
器

に
つ
い
て
は
、
契
約
に
含
ま

れ
て
い
る
。

　
定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
11
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
引
き

続
き
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

▲牛浜もくせい中学校が入る校舎（2階部分）

議
会
運
営
委
員
会

特
別
委
員
会
活
動
か
ら

特
別
委
員
会
活
動
か
ら

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「福生いとでんわ」により、市議会だより
の音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者（１・２級）
の方にお届けしています。ご家族やお知り合いで、希望され
る方がいらっしゃいましたら、ご連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生
活用具として給付を受けられます。

議会事務局　☎042-551-1523

次回定例会【令和8年第1回】のお知らせ（予定）

～ぜひ、傍聴にお越しください～
日 月 火 水 木 金 土

3/1 2 3 4 5 6 7

本会議
午前10時開会

8 9 10 11 12 13 14

予算審査
特別委員会
午前10時開会

15 16 17 18 19 20 21

常任委員会
午前10時開会

春分の日

22 23 24 25 26 27 28

議会運営
委員会
午前10時開会

本会議
午前10時開会

会期：令和８年３月３日～３月27日
※日程は変更になることがあります。
※会期中に特別委員会が開催される予定です。
議場には、補聴器をお使いの方、高齢等で聴き取り
にくい方のために音声を送るヒアリングループとリア
ルタイム字幕表示システムを導入しています。

一般質問一般質問 一般質問 一般質問


